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係者の抗言で、
四人はこの詐欺分

も含め総額約四十九儲円の融資を

協同住宅ロlンから借り受けてお

り、
結局、
金融業者への借金の穴

埋め額は約三十隠円前後にのぼる

とともに、一
部は愛人にも流れて

いたことがわかった。
特捜部では

四人の逮捕で大手デベロッパ！と

つながりのある地上げ屡の実踊や

借金の流れについて徹底解明する

方針。

H9面に関連記事

逮捕されたのは、
元住友商事理

設不動産本部東京建設部部長付、

南傑隆正（ry千葉県船橋市上山

町三ノ六OEノ一豆マ元同東京ピ

ル事業部部長付、
織田晴一江回一るH

東京都港区
間同岡山一ノ一一六ノ一一ニ

マ元住友不動産住宅事業本部用地

企画第四部長、
大浜民郎（四D）H八

王子市高嶺町一六六七ノニ七と、

む首都圏の豆、
六カ所でピル用地
どが進めていた町田市の「野沼田
円を掘り
盗事｝てだましとった疑
問体的事えのため公式の場に姿を

取得や宅地造成目的で土地の買収
住宅問
地」（仮称）
プロジェ
クト
い。

見せることも少なくなり、
八三年

を進めた。
これらの先行取得（地
に関して協同住宅ロlンから融資

関係者の訓言では、
もともと野
二月には全人代常務委員長辞任を

よげ一）資金はすべて「サム・ヱン
を受け、
その合を借金の穴埋めに
油田住宅団地プログェクト
は住友
表明、
療誌のため政治生活から温

タ1プ一フイズ」（本社・東京都越
することを計画。
五十八年三月か
商事がバックアップして都市
企画
ざかり、
八四年十月の同党第十二

期第三田中央委員総会（三中総

区赤坂、
盛田
正界社長）
などの金
ら四月にかけて「第一次
♂土地
設計が進めた正規の
案。
協同住
会）
に欠席、
八五年の四中総会引

融業者を
、伊レ、
不動産金融業「沖
買収は順澗に進んでいる‘
第二次
宅ローンは五十七年八月に都市企
引退した。

回商事」（本社・大阪市西区、
沖
分の買収にかかりたいので二十二
画に三十二億六千万円を融資し
近年の中国の対外開放政策、
資

開
田敏弘社
き
などから岡達した。
儲円貸してもらいたい」とワyを
た。
しかし、
四人は住友に無断で

杢＋義的要紫も導入し十密情建設

仙
に

沖田商事など合刷業者数社から
言い、
さらに土地の売却に反対し
正規のプロジェクト資金として十
政策などは、
すべて葉氏
白積極的

見
の
突合の返済
慌の金融業者か
ていた
催者が土地震予約
金を
八憶円をつぎ込んだだけで残り約

蓄なしに決められてきた
吉

田
ら情り、
それを返済にあてるなど
受けとったとする預かり
君事業
十四億円は沖田商事や丸金商事な
に、
葉氏の死去が今後中国政
治

不動
雲社「都市〈歯設計」l（本
していたが
辛八年一エ月末で、
沖
計固
定どを偽造して提出した。
ど金
饗者への穴埋めに充てた。／
内える影響は少ない、
主演では

マ、

みられている。
しかし、
依然岡山川

芋東京都
千代田区六番町）
社
田商事への借金は十九億二平七百

君
主で、
住友商
家発
行U
ところカ
これでも
護金に圏
内に残存するといわれ
る界経済

長、
大野
驚
安）H干代田区
吾
万円にもなり、
他の金融業者の分
たように見せかけた融資あっ
芝
り、
窪田住
吉地プログェクト
政策路線に批判的な「保守派」

町五ノ六Hの百人。

も含める
皐十儲円にもふくれあ
依頼器、ニセの知事あて土
莞
貿への第二次融資と称して五十八年
や、
かなり多数の
菩脳にとって

特担部の制冗べによると、
四人の
がった。

等届出轄のコピーを次点に控して
四月に十六億二千万円余りを融資
は、
革命鰐一
位代の象以的人物を

直接の逮捕容腫は都市
企画設計、
そこで
問傑らは、
これらのプロ
協同住宅ロlンを信用させ、
四月
させた。
織田は金融業者への借金
失ったという点で大き
な捕手だ。

は、
五十七年四月ごろから五十ハ
ジェタトとは別に五十七年夏ごろ
二十八日、
住友銀行麹町支店の都
の一部、
約三偲円
ぞ当時の愛人に
逆に郎、
明、
組主流派にとって

年にかけて南傑ら＝一人と都、
雀含
から、
住友商事と都市
企画
詐な

衷画口座
に十六轡一平百十四万
渡していた、
という。

は、
現在の大胞な改革路線がます
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懐らとともに中国の「十元帥」の
時）
が勢力を仰はした七八年ごる
cぺ

在
屋

川
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一人でもあっ
汚

から、
車体制の弱体化に伴い葉氏
1｛
つ
の
時
代
が
去っ
た
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文化大革命中の六七年に
申央軍
の発言力も低下。
全国人民代表大
・中
繋雄・東京外国語大学教

時

事委員会の副主席となり、
七一年
会常務委員長として衛法改正や、一
控の話「葉剣突氏は朱徳、
静徳懐

臨醒醸臨
警
議
選総
量

議事委員会副主席、
前金人代常
に林噌
副主席が失脚してからは国
中国の法制の
器に貢献したもぬ
と
禁十大元帥の一入で中国共産

鶏
懇
撃滅繍
籍
組
務委員長）が同日午前一時
土ハ
防相、
党副主席に就任するなど林の、
郵小平氏を頂点とし、
胡閣
部
党や軍に強い影響力
嘉つ人物。

＼叩り
欄伸
之
幾
分、
病気のた
提
言去したと
彪
言との中国
軍高
襲
名

語、
組紫陽中央政治局常務昏
郵小平のお目付け役的存在で、
毛

JJj

綴証明対
抗
隊
伝えた。
八十九融（新華社の死亡
ミ

雲ニ大実力者とする党主流派
骨
沢東や文革をなかば査定的に受け

襲
撃齢
〆
～
露盤聞
公告では九十歳）
だった。
葉氏は
七六年十月の江育夫人ら四人組
らは外れ、
中国の
査な近代化理
とめている郡小平路線に批判的だ

襲
警
轟懇踏
襲
語
調一八九七
告
書生まれで、
モス
逮捕でも大きな役割
案たし、
そ
抱に
は消極的な。保守派
L批判
った。
とはい－一
小平氏らと
とも

【北京二点二日H共同】
新華社
クワ東方大学に入学、一九三五年
の後の華国鋒党主席の体制を支え
されたこともあった。

J
に革命中国を築いた古老がいなく

は二十二日、
議
剣英・一冗党
副主席
には長症にも参加した同党第一世
た。

葉氏はλ＝一年十月、
第十二期第
なったことで一つの時代が去った

（前
中央政
治局常務委員、
前党中
代の古参党員。
軍人で朱摘、
野徳
しかし、
郵小平党副主席（当
二
回中央委総会に出席後、
高齢と
との感が強い」

， 、 ......_. 
要

民郎大浜

葉剣英氏死去-一つの時代が去った


